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一

橋

論

叢

第
二

十
立

春

第
三

巌

鹿

骨

保

険
の

鹿

骨
性

β3 5

大

林

良

一

.

社
食
保

険
と
い

う

呼

稲
は

沿

革
上

特
殊
た

意
義
を

持
つ

も
の

で
､

祀
倉
政

夷
の

手

段
と

し

て

行
わ

れ

る

保

険
を

指
す
も
の

と
､

多

く
の

単
著
に

ょ

つ

て

解
さ

れ

て

い

る
｡

然
し

た

が

ら

此
の

場
合
社
食
政

策
の

概
念
白

餞
に

つ

き

甚
だ

多

く
の

異
詮
が

あ
り
､

従
つ

て

祀
合

政

策

の

内

容
に

つ

い

て

も

異
た

｡

つ

た

見
解
が

行
わ

れ
､

穀
倉
保
険
に

之
を

適
用

す
る

場
合
に

も

著
し

く

困

難
を

覚
え

る

も
の

の

如
く

で

あ

る
｡

寄
算
保

険
単
著
が

祀
合
致

策
的
社
食
保

険
を

概
念
す
る

場
合
に

も
､

一

方
で

は

其
の

中

に

物
保

険
を

加
え

る

例
が

あ
り
､

他
方
で

は

専
ら

労
働
保

険
に

限
定
せ

ん

と

す
る

例
が

あ
る
｡

此
の

両

極

端
の

問
に

は

更
に

中

間

的
な

解
繹
も

あ
り

得
る

が
､

そ

の

何
れ

の

場
合
に

も

列
然

た
る

基

礎
づ

け

が

敵
け
て

い

る

よ

う
で

あ
る
｡

文

政
合
致

策
的
概
念
か

ら

離
れ

て

社
食
保

険
を

理

解
し

ょ

う

と

す
る

少

数
の

単
著
の

問
に

も
､

共
同
経

緯
的
園
心
の

鮎
に

此
の

穫
打

保

瞼
の

中

核
を

求
め

ん

と

す
る

者
が

あ
り
､

祀
倉

的
危
険
に

封

す
る

責
任

と

し

て

の

社

食
保

険
を

考
え

よ

う

と

す
る

立

場
が

あ

り
､

更
に

強

制
を

以
て

社
食
保

険
の

特
質
と

見
ん
と

す
る

見
解
も

あ

る
｡

.

斯
う

し

た
云

わ

ば

混

乱
の

申
に
､

若
し

政

令
保
険
に

特
質

的
.
な

も
の

を

考
え

る

こ

と

が

出

来
る

た

ら

ぼ
､

実
れ

に

よ

つ

て

社
食
保

険
の

概
念
を

賂

確
に

し
､

従
つ

て

其
の

限
界
を

明

か

に

す
る

こ

と

が

出

来
る

で

あ
ろ

う
｡

そ
.う
し

た

社
食
保

険
に

療
質
的
な

も

の

を

鼓
に

敢

魯

ノ
一

一
ノ



糸

性
と

し

て

考
え

て

見
よ

う
｡

74

本

礪
逸
に

始
ま
つ

た

社
食
政

策
的
保

険
は

雷
初

か

ら

社
食
保

険
の

名
を

以
て

呼

ぼ

れ

た

も
の

で

は

な

か

つ

た
｡

･

こ

の

祀
禽
保

険
と
い

う
名

が

如
何
し

て

何
時
か

ら

行
わ

れ

た

か

は
､

従
衆

内
外
の

文

献
に

お

い

て

明

瞭
に

示

さ

れ

て

い

た

い

が
､

社
食
性

を

問
題
と

す
る

場
合
､

此

の

鮎
を

無
税
す
る

こ

と
は

出

来
ぬ

も
の

の

よ

う

で

あ
る
｡

事
賓
濁
逸
に

お

い

て

は

労
働
者
に

射

す
る

保

険

竺
八
七

〇

年
代
か

ら

畢
界
の

問
題
と

た

り
､

有
名

な

プ

レ

ン

タ

ー

ノ

の

H

骨

A

キ

e

訂

3
邑
c

F

寛
仁

薦
g
e

日

賢
s

旨
り

訂

邑
慧
β

表
芸
O

F

邑
害
旨
昌
粥

ほ
′一

八
七

九

年
に

出

版
さ

れ

て

い

る
｡

其
の

後
四

年
に

し

て

労

働
者
の

た

め

の

強

制
疾
痺
保

険
､

其
切

翌

年
に

は

災
害
保

険
､

更
に

完
八

九
年
に

は

老

靡
保

険
が

創

始
さ

れ
､

是
等
が

何
れ

も

個

個
の

名
を

以
て

呼

ぼ
れ
､

今
世
紀
に

入
つ

て

璃
遠

国
保

険
法
(

押
虹
c

ど

箋
巴
c

訂
⊇
β

篭
邑
n

呂
g
)

.

に

統
一

さ

れ
た

が
､

畢
間
的
に

は

凍
べ

て

労
働
者
保

険
(

A

旨
e
i

t

①

3
乱
0

訂
2
ロ
粥
)

で

あ
つ

た
｡

此
の

労
働
者
保

険
は
､

悌
蘭
西
で

は

F
､

監
仁

呂
冨
○

弓

旨
e

l
例
え

ば

琶
-

○

ロ
ー

F
e

-

○
-

芳
書
づ

呂
口
2

0

三
野
の

…
ぎ

農
e

-
冨
○
-

ヂ

冒
㌃

こ
00

諾

⊥
慧

-
･

と

し

て
､

叉

英
米
で

は

弓
｡

倉
見

i

日

昌
P

n
O

e

又

は

W
O

邑
n

習
e

日
J

ニ
日

昌
呂
n

2

-
例
え

ば

要
〕

迂
長
喜

昌

三
日

喜
呂
〔
2

ど

誓
言
勺

の

す
甲

声
句

⊇
β
粁

巴

紆

芦

声
U
O

ま
○
-

-
)

欝
弓

ぎ
詩
-

害

1
と

し

て
､

更
に

日

本
で

は

労
働
保

険
■

哀
田

難

産
博
士

｢

工

票
と

螢

働
保

険
+
､

誓
政

筆
拳

骨

｢

螢

働
保

険
+
)

と

し

て

紹
介
さ

れ

た
も
の

で

あ

る
｡

.

啓
曾

保

険
と
い

う

語
が

初

め
て

凋
い

ら

れ

た
の

は
､

筆
者
の

知

る

限
り

で

は
､

併
蘭
西
に

於
い

て

で

挙
る
｡

完
0

0

年
に

彿
蘭
西
の

社

食

保

険
の

社

食

性

_
ヽ

.

息ヲβ
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一

橋

静

叢

第
二

十
王

金

一
第
三

凍

保

険
聾
者
ア

モ

ン

に

は

つ

て

卜
2

…
室
戸

賀
ロ
C

e

払

∽

0

2 .

巴
2
払

2

日

冒
3

漕

が

公

刊
㌻

れ

て

い

る

が
､

賓
際
の

用

例
は

之
よ

り

も
以

前
に

胡り～

遡
つ

て

い

る
｡

即
ち
ア

モ

ン

の

前
著

㌍
i

芝
O
i

岩

g
か

n
か

⊇
-

e

d

e

】
-

琵
∽

弓
P

ロ

記
)

勺
p

ユ
∽

-

∞

当

の

申
に

数
個
の

用

例
を

見
る

こ

と
が

出

一

来
る
｡

其
の

第
一

は
､

一

八

八

九

年
巴

里
に

閃
か

れ

た

第
一

同

園
際
努
働
災
害
保

険
合

議
に

つ

い

て

述
べ

る

項
に

お

い

て

(

六

六
五

貫
)
､

同

合

議
が

祀
倉
保

険
に

閲
す
る

常
澄

委

員
舎
(

C
O

喜
-
t

か

官
→

日

昌
e

芝
山

皇
e

昌■
m

己
○

ロ

巴

空
-

C
O

ロ
叫

a
∽

計
s

a

邑
計
芝
∽

空
-

t

岩

言
に

(

一
)

e
t

〔

訂
∽

監

旨
岩
2
り

e
∽

∽

O
C
-

已
e

且

を

設

け
る

た
至
つ

た

と

い

～

､

第
二

に
一

八

九

四

年
彿
蘭
西
下

院
を

支
配
せ

る

救

韓

熱
は

議
合
の

中

に

｢

労
働
及

び

融
合
保

険
に

関
す
る

二

大
調
査

合
(

計
亡
舛

笥
呂
計
〔

○

ヨ

せ
乳
○

ロ
S

d
-

t

e
s

‥

ぎ
t

→
p

邑
】

の

:
占
払

岩
旨
C

e
∽

萎
U

E
e
∽

)

を

設

け

た
こ

と

を

述
べ

(

一

七

四

貫
)
､

第
三

に

同

じ

く
一

八

九

四

年
併

蘭
西
政

府
は

商
工

省
の

中
に

社
食
救

済
と

社
食
保

険
の

た

め

の
一

局
(

亡
ロ
の

巴

蒜
C
t
-

○

臼

n

b

】

P

甘
か

づ
ロ

y
p

ロ
O
e

e
七

山

わ

】
-

P
払

岩
→

甲
ロ
C

e

岩
已
已
e
)

を

設

け

た

と

述
べ

て

い

る
(

一

七

五

真
)

｡

他
方
ア

モ

ン

自

身
｢

疾
患
に

由
爽
す
る

療
疾
又

は

無

能
力
に

封
し

民
間
保

険
合
祀
が

特
別
た

給
付
を

た

す
+

に

至
つ

た

事
賓
の

中
に

祀
合
保

険
の

存
在
を

認
め
て

い

る

(

三

三

三

賞
)

｡

こ

の

よ

う

に

十

九

世
紀
末

菓
に

欧

州

大
陸
の

国
際
合
議
に

於
い

て

社
食
保

除
が

日

程
に

上

り
､

又

彿
蘭
西
の

商
工

省
に

融
合
保

険
に

関
す
る

部
局
が

設

け

ら
れ
､

更
に

民
間
合
祀
が

療
疾
給
付
を

加
え

る

に

至
つ

た
こ

と

は
､

何
れ

も

礪
逸
の

労
働
者

保

険
の

賓
施
に

刺
戟
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

こ

と
は

云
う

ま
で

も
た

い

が
､

之
が

祀
合
保

険
と
い

う

用

語
を

な

す
に

至
つ

た
こ

と
に

つ

い

て

は

何
慶
に

も

直
接
的
な

説
明

が

輿
え

ら

れ

て

い

た

い
｡

又
ア

モ

ン

の

前
記
の

｢

欧

羅
巴

に

於
け

る

社
食
保

険
+

に

於
い

て

も

祀
倉
保

険
の

内
容
に

閲
し

定
義
的
な

記

述
を

試
み
て

い

た

い
｡

然
し

た

が

ら
､

そ

の

冒

頭
の

数
行
に

お

い

て

保

険
の

祀

合
的
蟄
展
の

第
一

■
歩
は
､

⊥

八

五

〇

年
ナ

ポ

レ

オ

ン

三

せ
が

起

草
せ

る

綱

領
の

中
に

見
る

こ

と
が

出

蘇
る

と
い

ゝ

､

･

｢

遵
奉
人
と

被
選
皐

人
と

ほ

穀
倉

的
友
傭
と

圏
結
の

共
通

感

情
に

統
合
せ

ら
る

べ

き

で

あ
つ

て
､

国
家
は

此
の

主

義
に

よ
つ

て

労
働
者
に

封
し

精
神
的
物

質
的
援
助

を

な

す
こ

と

を

要
す
る
+

?

､

汁

】

メ
′



q
′4

と
い

う

文

言
を

引

用

し
､

次
い

で

融
合
保

険
資
魔
の

動
墳
と

な

つ

た

理

念
若
し

く
は

社
食
保

険
の

掛
緒

的
血

豊
巧

方
は

労
働
者
の

琴
遇
の

中

か

ら

生

れ

た

と

述
べ

て

い

る

(

四

貫
)

と

こ

ろ

か

ら

推
測

す
れ

ぽ

階
級
間
の

調
和

即
ち

敢

倉
卒

和
と

い

う
一

般
社

食
政

策
の

目

的
が

加
は

わ
る

こ

と
が

保

険
の

｢

社
食

的
蟄
展
+

を

意

味
す
る

も
の

の

如

く
で

あ
つ

た
｡

即
ち

休
蘭
西

人
に

よ

つ

て

初

め
て

採
用

さ

れ

た

祀
禽
保

険

-

滋
る

用

語
は

概
ね

祀
合
致

策

的
偲

険
と
い

う

意

味
を

待
つ

た

も
の

で

あ
つ

た

と

推
沸

す

る

こ

と

が

出

来
よ

う
｡

右
の

よ

う

な

不

明

瞭
な

祀
合
致

策
的
性

格
も
､

四

年
せ
紀
後
に

な

る

と
､

極
め
て

明

確
た

表
現

を

持
つ

も
の

と

た

つ

た
｡

例
え

ば
エ

マ

ー

ル

は

｢

社
食
保

険
の

目

的
は

明

確
で

あ

る
｡

努
働
者
の

地

位
を

改

善
し
､

国
民
に

安
寧
を
､

社
食
に

安
定
を

得
し

め

る

と
こ

ろ
の

祀
合

致

策

的
又

は

社
食
連

帯
的
責
任
(

戸
口

計
三
才

骨
七
〇
-

i

t

古

語
∽

0
0

E
e

O

仁

計

邑
-

d

P

き
か

岩
鞋
p
】

e

)

を

果
す
こ

と

が

其
の

目

的
.で

あ

(

二

)

る
｡

■
旬
ち

同

時
に

個
人

的
と

祀
合
的
と
の
.
各

党
の

手

段
と

た

る

も
の

で

あ

る
+

と

述
べ

て

社
食
政

策
の

手

段
と

し

て

の

社

食
保

険
の

地

位

を

明

確
に

し

て

い

る
｡

然
し

な

が

ら

夫
れ

以

上

に

社
食
政

策
の

内
容

と
の

聞
達
に

至
つ

て

は

何
等
述
べ

て

い

た

い
｡

前
述
の

如
く

第
一

次
大

戦
迄
の

猫
逸
に

お

い

て

は
､

賓
際
界
で

ほ

礪
逸

国
保

除
､

畢
界
で

は

労
働
者

保

険
が

支

配
的
で
ユ

め

つ

た
｡

然
し

一

方
国
際
的
た

影

響
も

あ
り
､

他
方
融
合
政

策
と
の

結
合
の

論
理

的
辟
綜
と

し

て
､

｢

社
食

的
保

険
+

が

漸
次
店
頭
す
る

に

た

つ

た
｡

戦

前
に

お

け

る

其
の

節
牙

と

し

て

次
の

如
き

も
の

が

見
ら

れ

る
｡

-
･

く
･

N
貞
ユ
2

巴
ロ
2

n

打
一

S

出

計
邑
F

O

邑
)

〇
･

-

望
2

冒
N
i

p

訂

く
e

邑
c

訂
2
日
g

計
1

く
e

吉
野

叩
S
･

A

旨
2

富
J

つ
出

営
口

慧
ロ

ー

苫
-
.

N
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n

巨
P

内
ユ
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g

e
-

甘
F

ま
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ユ

旨
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昏
e
H

∽

O
N

已
e

H
叫

巴
e

冒
〉

U
e
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日
○

粥

岩

音
i

①

亡

星

空
訂

已
c

P

r

哲

邑
邑
打
-

筈
弓
i

e

邑
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N

弓
e
山

g
e

計
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○

巴

巳
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ロ

寸
e

邑
旨
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岩
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品

等
0

諸
口

グ

ー

苦
爪
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e

ロ
a
.

小
･

野
P

F
臼
-

ロ
】

2

メ
ェ

芸

昌
∽

旨
巳
ニ
】

旨
昌

♭
口

答
巴
{

2

日

中

訂
1

d
P
切

冒
巴
巳
2

く
e

邑
c

訂
↑

亡

白

雪
弓
e

冨
臼
-

句
e

賢

笥
訂

芸
1

哲
F

冒
○
-

-

e

コ

づ
e
i

･-

敢

食

保

険
の

社

食

性

岩垂J



0く)

一

橋

静

養

第
二

十
五

番

第
三

歩

N
〉

00
.

N
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ロ
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已
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く
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岩
小

0

訂
岩
口

粥
-

P
e
i

匂
N
i

g

-

苦
00
.

汁

G

賢
t

ロ
e

J

句
J

U
e

H

わ

已

笥
ビ
O

n

訂
り

S
O

巴

巴
･

く
e

邑
口

訂
2
n

的

-

日

O
e

∽
t

e

ヨ
e
i

の

F
-

q

穿
-

ロ

的

昌
-

若
や
,

小
,

内
P

許
e
-

亡

ロ

P

望
t

巴
e

J

の

岩
n
n

F
i

芸
.

血

訂
∽

筈
N
i

巴
e

申

く
e

蒜
-

巳
F
e

岩
口

内

琶
e

已
-

t

♂

田
e

ユ
山

口

-

芝
N
-

然
し
た

が

ら
､

.

猫
逸

融
合
政

策
畢
合
の

成
立

が
一

八
七

二

年
に

遡

り
､

又

有
名

な

A
3
E
く

旨
→

琴
U

N

㌻
】

慧
∽

e
t

N

鷲
一

芸
口
的

告
r

P

哲
P
･

t

訂
江
村

が

A
づ

旨
才
巾

賢

賢
巨

象
仏

e

星
じ

邑
叶

昌
弘

哲
骨

官
巨
打

に

改

題
さ

れ

た
の

が
一

九

〇

四

年
で

か
る

と

い

う
の

に

封

し

･

｢

社
食
保

険
+

■
の

用

語
の

出
現

が

甚
だ

し

く

遅
れ

た
こ

と
は

奇
異
と
云

わ

ね

ば

な

ら

ぬ
｡

強
い

て

解
除
す

れ

ぼ
､

常
時
の

経
緯
畢
､

政

策

畢
の

大
家
が

拳
つ

て

｢

労
働
者
保

険
+

を

用
い

て

い

た

た

め
に
､

新
進
の

畢
徒
も

敢
え

て

悌
蘭
西
の

製
品
で

あ

る

｢

融
合
保

険
+

を

輸

入

す
る

こ

と
を

悼
か

つ

た

も
の

と

見
る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

B

蒜
已

呂
○

の

弟
子

N
P
オ

5

は
一

九
一

五

年
に

な

つ

て

弓
小

旨
仁
n
粥

訂
1

計
き
･

芳

訂
日

野
軋
P
】

諾
邑
○

ど
言
n
g

を

恩

師
の

古

稀
の

祓
に

献
じ
て

い

る
｡

然
し
て

第
一

次
大
戦
後
は

最
早
労
働
者

保

険
の

語
を

用
う

る

者

(

三
)

は

た
く

た

つ

た
｡

こ

の

事
情
は

喚
太

利
に

於
て

も

同

夜
で

あ
つ

た
｡

然
し

た

が

ら

是
等
初

期
の

社
食
的
保

険
又

は

社

食
保

険
が

何
を

以
て

特
徴
づ

け
ら

れ

た

か

に

つ

い

て

は

何
れ
の

著
述
に

於
て

も

何
等
記

さ

れ

て

い

た

い
｡

常
時
と

し

て

は

労
働
者
保

険
即
ち

敢
合
保

険
で

あ
つ

て

何
等
政
令
保

険
と

し
て

の

特
殊
性
を

主

張
す
る

必

要
が

た

か

つ

た

た

め
で

あ

ろ

う
｡

註

｢

こ

の

こ

と

は

W
守
口
e

r
-

G
.

,

ゎ
ー

ー

g

2
e
i

n
e

く
e

邑
旨
e

2
n

叩
∽
-

e

F

蒜
-

思
〇
･

∽
･

N

-

ヾ

等

に

よ

つ

て

鷹

合
さ

れ
る
｡

鼓
二

㌍
か

ヨ
p

阜

㌣

→
F
か

○

ユ
e

e
叶

匂

昌
t

首
仁

e

計
り

慧

岩
岩
β

C

e
臥

t

e

コ
e
Ⅵ

告
e

退

こ
｡

ヨ
e

肖
〉

勺
p

ユ
∽

】

芝
山
-

ワ

草

鞋
三

田
F
r

中
ロ
小

身
e
i

叫
-

A
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ロ
ボ

巳
-

内
心

ヨ
e
i
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e

声
e

旨
t

蒜
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昌

計
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へ

､

為

r

ヽ

ニ

/

､

一

九

〇

八

年
既
に

｢

社
食
保

険
+

を

著
し

て

お

り
､

四

年

世
紀
以

上

も

猫
逸
の

保

険
畢
界
を

指
導
し

た
マ

ー

ネ
ス

は
､

其
の

集
大

成
で

あ
る

｢

保

険
論
+

第
瓦

版
第

二
巻

保

険
絶
論
に

お

い

て
､

個
人
保

険
と

融

合
保

険
と
の

聞
の

区

分
標

識
を

借
入
主

義
的
方
法

と

社
食
政

策

(

一
)

的
方

法
と
に

求
め

た
｡

即
ち
マ

ー

ネ
ス

の

場
合
は

祀

合
政

策
的
方
法
が

敢

合
保

険
の

特
性
で

あ
つ

た
の

で

あ

る

が
､

然

し

こ

の

社
食
敢

策

的
方

法
が

何
で

あ

る

か

に

つ

い

て

は

彼
か

ら

何
等
聞
く
こ
.
と

が

出

来
な

い
｡

然
も

彼
は

古
く

か

ら

猫
逸
に

称

在

し

た

強

制
家
屋

火

災
保

険

(

○
一

己

笥
t

邑
岩

訂
H

㌢
ヨ
O

b
i

-

i

罵
言
邑
n

訂
岩
口
的
)

を

以

て

窺

制
約
性

格
に

も

拘
わ

ら

ず
完
全
た

る

個
人
保

険
と

見
る
べ

き

で

あ
る

と

(

二

)

述
べ

て

い

る

が
､

其
の

理

由
に

つ

い

て

も

何
等
の

説
明

も

輿
え

て

い

た

い
｡

勿

論
国
際
的
解
繹
に

従
え

ぼ
､

単
に

人
保

険
の

み

が

祀

禽
保

･
〇
二

)

陰
で

盾
つ

て

∵
物
保

険
は

祀
合
保

険
に

加

え

ら

れ

た

い
｡

然
し

他
の

囲
原

的
解
繹
の

場
合
に

も

何
故
に

物

保

険
を

加

え
.
て

た

い

か

に

つ

い

て

め

説
明

は

た

い

よ

う
で

あ
る
｡

救

助
を

必

要
と

す
る

階
親
の

財
産

状
態
を

保

持
す
る

た

め
の

考
慮
も

亦

図
表
の

社
食
政

策

的
救

帝
の

範

囲
に

廃
す
る

と
い

え

よ

う
｡

事

賓
一

国
の

救

済
施
設
の

中
に

此

穫
の

例
を

特
に

農
葉
上
の

寄
書
保

険
並
に

家
畜
保

険
の

領

域
に

患

い
▼
て

見

l

t

.-1
1

(

四
)

る

と

と
が

出

来
. る

｡

従
つ

て

｢

祀
合
致

策
的
方

法
+

を

唱
え

る

限
り
+

物
保

険
を

社
食
保

険
か

ら

駆

逐

す
る
ナ
し

と

は

不

可

能
で

あ
る
｡

従
■

つ

て

マ

ー

ネ
ス

ゐ

記

述
は

此
の

鮎
で

は

分
裂
的
で

あ

る

と

云

わ

ね

ぼ

た

ら

ぬ
｡

社
食
保

険
と

社
食
政

策
と
の

理

論
的
閲
聯
を
､

又

特
に

社
食
保

険
の

扶
養
性
理

論
を
､

明

白
に

展
開

し
.

た

ウ

ッ

デ

ィ

･
ゲ

ン

の

場
合
も

｢

社
食
保

険
は
､

偶
然
且
つ

見
積
り

得
べ

き

資
財

的
必

要

亨
…
:

多

数
の

樫

韓
鯉
に

剖

首
て

る
■
こ

と
に

よ

つ

て
､

一

定
の

社
食
集
圏
の

生

(

五
)

3

存
を

確
保

し
､

社
食
卒

和
を

増

進
せ

ん

と

努
め

る

も
の

で

あ

る
+

と

し
て
､

一

定
集
圏
の

生

活
を

確
催
す
る

こ

と

に

ょ
つ

て

社
食
平

和

を

以

洗

骨

保

険
の

鹿
骨

性



野

. り

5 2

沫二

竺

(

＼

∵

一

橋

論

深

紫
二

十
五

番

第
三

栄

達
成
す
る

こ

と

が

啓
曾

保

険
の

目

梗
と

彗
て

い

る
｡

こ

の

望
H

の

軽
骨

敢

策
的
方

管
し

て

は

粗

鉄
化

と

協
同

鰹
化

が

考
え

ら

れ
､

其

越

の

方
法

に

應
じ

て

社

食
保

険
は

組

繚
的
社
食
保

険
(

○
→

笥
2 ･

∽
-

e
→

e

已
e

.

彗
1

一

)

-
即
ち
一

階
級
に

属
す
る

者
の

み
■の

組

絨
せ

る

卜
と

結
合
的
又

は

協
同

餞
任

社
食
保

険

(

諾
→

驚
喜
e

ぎ
∽

旨
P

語

呂
計

∽

く
.

)

-
即
ち

分
業
的
相

互

嫡
充

的
菜
園
特
に

労
働
者

と

傭
主

と
の

(

六
)

協
同

饅
を

基
と

す
る

-
と
灯

分
け

ら

れ

る
｡

然
し

て
､

こ

の

組

絞
的
並
に

結
合

的
又

は

協
同

餞
化

社
食
保

険
の

下

部
に

ほ

保

険
事
故
を

(

七
)

基
と

し

た

各
種
の

社
食
保

険
部
門
に

区

別
す
る

こ

と
を

必

要
と

す
る

と

述
べ

て

い

る

が
､

彼
も

亦
ツ

ヴ
イ

一

字
イ

ネ
ッ

ク

の

展
開
せ

る

所

に

準
接
し

て

単
に

次
の

如

き

区

分
を

試
み

る

に

過

ぎ

た

い
｡

一

生

存
に

封
す

る
一

時
的
障
害
事
故

ノ

ー

事
故
の

廉
因
が

被
保
険

者
自
身
に

あ
る

場
合

(

イ
)

疾
病
(

疾
病
保
険
)

(

こ

妊
娠
(

妊
婦
又

は

母

性
保
険
)

ヽ

(

ハ

)

両
親
(

両

親
保
険
)

(

ニ

)

傷

零
(

蕾
初
概
ね

疾

病
保
険
後
に

は

災
害
保
険
)

二

事
故
の

原
因
が

被
保
険
者
自
身
に

な

い

場

合

勢
働

横
倉
の

不
足
(

失
業
傑
綾
)

二

歩
働
能
力
又

は

稼

得
能
力
の

永
綬
的
障
害
又

は

喪
失
事
故

一

疾
病
或
は

傷
害
(

療
疾
保
険
)

二

高
齢
(

養
老
保
険
)

三

死
亡

事
故

チ

†
､

㌧

･

･

イ
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ぐ

.
･ぺ

斗
叫

ス

埋

葬
費
用

(

埋

葬
費
保
険
又
は

埋

葬
保
険
)

(

八
)

遺
族
の

生

活
保
持

(

寡

婦
及

意
見

保
険
)

右
の

分
類
に

見
ら

れ

る

如
く

ウ
エ

デ
ィ

ゲ
ン

の

社

食
保

険
は

専
ら

人
傑

瞼
.

の

埼

内
に

止
る

も
の

で

あ
る
｡

然
し

彼
の

所

謂
組

絨
的
社

食
保

険
の

中
へ

は

弊
働
保

険
以

外
の

物
的
保

険
､

例
え

ば

農
業
保

険
､

漁
船
保

険
の

如
き

が

介
入

す
る

可

能
性
が

充
分
存
す

る

に

も

拘
わ

ら

ず

彼
は

全

て
夫
れ

を

考
慮
の

外
に

居
い

て

い

る
｡

要
す
る

に

ウ

ニ
ア

ィ

■
ゲ

ン

の

組

絨
的
又

は

結
合

的
方

法
も

祀
合
保

険
ゐ

社

食
性

理

論
に

と

つ

て

は

殆

ん

ど

無
縁
の

も
の

で

あ
る
｡

■

守

■

社

食
改

発
的
手

段

を

其
の

封

象
に

よ

つ

て

弊
働
保

護
､

生

活

保

護
並

に

権
利
保

護
と

に

分
つ

と

き

は
､

社
食
保

険
は
､

生

存

保

護
手

段

に

屈
す
サ

?
こ

と

は

明

白
で

あ

ろ

う
｡

社
食
保

険
が
､

他
の

同

じ

く

穀
倉
政

策
的
努
力
に

届
く

施
設
と

区
別
さ

れ

る

の

は
､

此
の

保

険
に

よ

つ

て

保

護
さ

る

べ

き

人
々

の

中
､

給
付
を

必

要
と

す
る

者
に

封

し

特
定
の

場
合
に

直
接
の

給
付
を

提

供
す
る

鮎
で

あ
る
｡

其
他
の

施
設

が

運
に

努
働
関
係
､

権
利
囲
係
の

上

に

顔
按
の

影

響
を

輿
え

て
､

夫
れ

に

よ

り

労
働
者

階
級
の

地

位
を

向
上

せ

し
.
や
ん
と

す
る

場
合
と

層

別

(

九
)

さ
れ

ね

ぼ
な

ら

ぬ
｡

夫

故
に

社
食
保

険
は

直
接
的
た

生

活

面
▲
え

の

干

渉
と

し

て

見
る

こ

と

が

で

き

る
｡

然
し

卑
が

ら
､

ナ

〕

ぅ
し

た

社
食
改

発
内
で

の

社
食
保

険
の

位
置
づ

け
に

も

拘
わ

ら

ず
､

社

食
保

険
の

社
食
政

策

的
標
識
は

必

ず
し

も

明

確
で

ほ

た

い
｡

ウ
エ

デ

ィ

ゲ

ン

も

云

(

一
〇
)

う

通
り
. ､
/

社
食
政

策
中
の

扶
働
事
業
は

敵
ね

生

静

確
保
の

目

的
を

持
つ

も
の

で

あ
る

か

ら

で

あ
る
｡

註
一

宏
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n
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働

事

務
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が

社
食

保

険
関
係
の

有
力

な
祈

究
宜

停
機

陶
で

争
つ

た

た

め
､

其
の

解
帯
が

国

際
的

に

珠

社

食

保

険
の

敢

食

性
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ク
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個
人

保

険
並
に

社
食
保

険
た

る

名
稲
を

斥
け
て

い

る
｡

其
の

理

由

ど

す
る

と
こ

ろ
は
､

此

等
の

名

稲
か

ら
､

個
人
保

険
の

中
に

も

社
食
的
た

保

険
の

在

存
す
る

こ

と

を

拒
む
か

の

ま
㌢
に

見
ら

れ
.
る

か

ら
で

あ

り
､

簡
易
保

険

(

く
○
-

村

笥
2

邑
0

訂
2
n

巴

の

如
く

武
舎

駒
性

格
の

強
い

も
の

は

其
の

取

扱
の

上

で

個
人

的
な

取

扱
と

は

異
な

る

も
の

が

あ
る

か

ら
で

あ

る
｡

従
つ

て

彼
は

個
別

澄

碕
の

囁

■
･
ご

1
-

.ノ
･

･
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一

ヽ
)

】

ヽ
)

た

め
の

保

険

(

く
e

邑
○

冒
∈

品

冒
2
i

n

邑
w

ぎ
c

邑
旨
訂

宣
告

邑
と

共
同

種

痺
の

た

め
の

保

険

(

く
の

邑
○

訂
2
ロ
叩

誉

ヽ

的
e

邑
邑
旨
F

竪
富
宣
長
e

)

届
別
を

摸

喝
し

て
､

共
同
経

済
の

冬
め

の

保

険
の

範
疇
は

従
来

啓
曾

保

険
と

宿
せ

ら
れ

た
も

(

こ

の

を

宛
て

よ

う

と

し
て

い

る
｡

然
し
て

こ

の

場

合
の

所

謂

共
同

経

済

的
利
害
は

ア

下

ル

フ

･

ワ

グ

ナ

ー

の

云

う

協
同

健

的
欲
求
(

曾
i

弓

(

ニ

)

喜
邑

r

昏
小

器
)

と

同

税
さ

れ

て

い

る
｡

従
つ

て

ロ

ー

ア

ベ

ッ

ク

が

共
同

経

済

的
蹄
心

と
い

う

と

き

は
一

定
階
級
即
ち

努
働
階
級
の

保

険

的
欲

求
を

指
す
も
の

で
､

個

芸
生
産

的
人
間
の

保

護
を

目

的
と

す
る

も
の

.

.
で

は

た

い
｡

こ

の

こ

と

は
､

彼
に

ょ

れ

ぼ
､

正

し
く

猫
逸

社

食
保

険
の

歴

史

的
教
展
に

も

應
ず
る

も
■
の

で
､

シ

言
イ

ン
･

ハ

ー

デ
ン

ノベ

ル

ク

の

農
乗
法
改

正
の

後
に

工

業
並
に

交
通

菜
の

蟄
展
に

伴
つ

(

三
)

て

草
生
し

た

職
彙
階
級
､

即
ち
エ

業
労

働
階
級
の

た

め
に

礪
逸
の

社
食
保

堅
斗
法

は

襲
布
さ

れ

た

も
の

で

あ
る
｡

そ

こ

で

彼
の

所

謂
｢

共

(

四
)

同
産
韓
の

た

め
の

保

険
+

は

努
働
階
級
の

た

め
の

保

険
で

あ

る
｡

既
に

社
食
保

険
の

概
念
を

拒
香

し

て

い

る

ロ

ー

ア

ベ

ッ

ク

の

場
合
に

は
､

労
働
階
彼
の

保

険
に

つ

い

て

我
々

の

云

う

｢

社
食
性
+

を

問
題
に

す
る

こ

と
は

無
理
で

あ

る
｡

強
い

て

求
め

れ

ぼ
､

共
同

脛
鋳
的
利
害
と

い

ふ

如
き

抽
象
的
た

も
の

と

た

り
､

革
に

社
食
政

策

的
方
法
と

云

う

場
合
と

同

様
に
､

疑
問
を

遺
す
こ

と
に

た

ろ

う
｡

.

同
じ

く

共
同

経
済

的
見
地

を

政
令
保

険
に

導
入

せ

る

例
は
ロ

ー

ア

ベ

ッ

ク

以

外
に

も

見
ら
れ

る
｡

例
え

ば
ウ

イ

ン

大
単
数
授
エ

㌧
レ

ン

ツ
一

ヮ

ィ

ヒ

竺
誓
保

険
は

国
家
が

共
同

露
的
月
的
従
つ

て

叉

倫
理

的

昆
を

苧
る

雷
に

製
せ

る

人
傑

莞
設
で

雷
､

こ

秒

(

五
)

目

的
を

示

す
た

め
に

社
食
的
(

∽

○

已

巴
)

と
い

う

言
葉
が

あ

り
､

夫

自

健
｢

g
e

s

①
-

-

∽

O

F

邑
-

-

c

E
と

は

別

個
の

意

味
を

持
つ

も
の

で

あ
る
+

と
い

う
て

い

る

ご
そ

し
て

彼
は

こ

の

共
同

経

済
並

に

道
義

的
目

的
に

つ

い

て

夫

以
上
の

説
明
を

し

て

い

な

い

が
､

同
じ

講
演
の

軒

に

お

い

■

て

｢

保

険
の

竺
た

概
念
決
定
は
､

社
食
保

険
の

場
合
は
､

必

然

的
に

社
食
政

策
的
並
に

穀
倉
倫
理

的
目

的
の

観
念
(

邑
告
｡

宣
旨
e

→

7

邑
∽

○

鞋
丁

邑
邑
e

ニ
遠
雷
ぎ
打

ユ

が

介
入
す
る

た
め

に

挫

誓
し

め

ら

れ

る
+

と

述
べ

て

い

る

と

こ

ろ
か

ら

見
れ

ぼ
､

所

謂

朗

(

六
)

社

食

俸

陵
の

社

食

性
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色
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紀

骨

保

険

を

も
つ
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努
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険
と

し
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社

食

保

険
以

外
の

撃
退

保

険
を

資
本
の

保

険
と

す
る

見

解
が

み
る
e

(

自

杉

教
授
､

保

除

草

絶
静
､

大
玉

吾
｡

こ

の

場

合
の

螢

働
の

保

険

は

螢

街
着
保

険

と

は

異

な
る

も
の

で

あ

ろ

う
｡

蓋

し

勢

働

者
保

険
の

絶
て

が

勢

働
の

保

険
で

は

な

く

資
本
保

険
に

入
る

も
の

も

あ
る

と

考

え

ら

れ
る

か

ら

で

あ
る
｡

鈴

し

我

国
で

竺
穀
に
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保
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偽
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社

食
保

険
に

お

い

て

揖
保

す
る

と
て

ろ

の

危

険
は
､

関
係
の

個
人
に

の

み

辟
せ

ら
る

べ

き

も
の

で

は

た

く
､

多
か

れ

少

な

か

れ
､

武
舎

が

其
の

責
に

任

ず
べ

き

も
の

で
､

こ

の

危

険
に

封

す
る

融

合
的
責
任
が

祀
合
保

険
を

特
質
づ

け

る

と

し
て
､

其

慶
に
一

つ

の

祀
合
性
を

見

'

よ

う

と

す
る

考
方
も

少

く

な

い
｡

老

齢
に

封

す
一
る

保

除
を

考
え

る

場
合
､

老

齢
の

危

険
は
､

努
働
者

個

人
を

襲
い

然
も

其
の

地

位
如

何
を

問
わ

ず
蟄
生

す
る

も
の

で

あ

る
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と
い
.
う

意
味
で
､

一

個
の

個
人
的
危

険
で

あ
る
｡

然
し

夫
れ

は

同

時
に

穿
働
に

よ

つ

て

叉

職
務

途
行
に

よ

つ

て

増
進
せ

し

め

ら

れ

る

と
い

う

意

味
で

産

業
的
又

は

職
業

的
危

険
で

も

あ
る
｡

其
の

上

に

夫
は

其
の

危
険
■
を

反
映
す

る

と
と

ろ
の

社

食
又
■は

国
家
が

老

人
が

窮
乏

に

陥

る

こ

と

又

ほ

晩

年
の

生

活

費
カ
が

充
分
で

あ
る

こ

と
に

つ

い

て

関
心
を

持
つ

と
い

う

意

味
で

社
食

的
危
険
で

も

あ
る
｡

更
に

失
業
の

危
険

を

考
え
る

た

ら

ば
､

埠
の

関
係
は
一

層
明

白
で

あ
. つ
て
Y

今

日

の

脛

韓
畢
は
､

労
働
の

意
思

と

能
力

を

満
ち

な

が

ら

労
働
横
合
切

符
ら
れ

な

い

失
業
に

関
し

て

は
､

充
分
に

漑
舎
的
責
任

を

承

認
し

て

い

る
. ｡

こ

の

社
食
的
危
険
の

性

格
を

考
慮
.
し

て
､

多

く
の

国
は

労
働
者
の

養

老

保

険
､

疾
病

保

険
､

失
兼
保

険
､

等
に

つ

い

て

の

保

険
料
を
､

労

働
者
､

借
主

並
に

国
家
の

三

者
の

問
に

分
槍
す
る

制
度
を

採
用

し

て
､

(

一
)

可

之
等
が

社
食
保

険
の

申

板
を

な

し

て

い

る
｡

然
し

な

が

ら
､

努
働
者

保

険
の

封

象
と
な

る

危
険
の

中
に

は
､

労
働
者
の

個
人
危
険
の

因
子
は

少
い

が
､

同

時
に

社
食
的
危
険
の

因
子

･

も
極

め
て

少

く
､

専
ら

職
葉

的
因
子
か

ら
な

る

も
の

が

あ
る
｡

努
働
者

災
害
補

償
保

険
の

封

象

と

な
る

危
険
が

之

で

あ
る
. ｡

社
食
保

険
の

光
臨
と

し

て

奉
げ

ら

れ

る

も
の

は

傭
主

責
任

制
虔
で

あ
る

が
､

借
主

に

責
任

な

き

場
合
即
ち

無
過

失
の

場

合
に

も

使

用

人

＼

(

二

)

の

彙
務
災
害
に

賂
慣
を

輿
え

る

た

め

に

労
働
者

災
害
補
償
法
に

進
ん

だ

と

云

わ

れ

て

い

る
｡

こ

の

労
働
者

災
害
補
償
制
度
に

お

い

て

は

所

謂
業
務

災
害
の

原
則
(
】

の

旦
む
思

計

ユ
∽

宅
e

召
｡

訂

邑
昌

邑
)

餅

支
.
配
し

て
､

絶
て

の

業
務
上
の

災
害
は

傭
主
の

責
に

辟
す
べ

き

(

三
)

も
の

で
､

従
つ

て

此
の

災
害
を

保

険
す
る

場
合
に

も

其
の

保

険
料
は

傭
主
に

お

い

て

全

額

負

埼
す
べ

き

も
の

と

さ

れ

て

い

る

の

は

責
任

原

,
則
か

ら

す
か

普
然
の

辟
桔
で

あ
る
｡

此

く
の

如

く

業
務
上
の

災
害
に

融
合

的
性

格
の

殆

ん

ど

紋

険
し
て

い

る

た
め

に
､

之
を

政
令
保

険
よ

り

除
外
せ

ん

と

す
る

意

見
が

あ
る
｡

例
え

ば
エ

マ

ー

ル

に

よ

れ

ぼ
､

彿
蘭
西
に

お

い

て

組

揺
さ

れ

て

い

る

よ

う
た

特
に

業
務

災
害
の

原
理

(

田
)

9

･

師

表
優
位
を

占
め

る

労
働
者

災
害
保

険
(

-

音
1

旨
n

完
｡

宣
言
-

の
Ⅷ

邑
計

旨
ぎ
t

当
主
は
､

政
令
保

険
で

は

た

い

の

で

あ
る
｡

出

社

骨

保

険
の

赦

食

性

一



】

橋

斎
.
叢

希
二

十
五

番

弟
三

凍

好

こ

の

考
方
は

現

時
有
力
だ

米

国
聾
者
の

間
に

も

行
わ

れ
て
.
い

る
｡

｢

労

働
者

災
寄
補
償
の

管

撃
の

大

著
を

も
の

七

た

冒
琵
は

｢

労
働

.

淵9～

者
災
害
補
償
の

費
用
を

産

業
に

賦
課
す
る

こ

と

は
､

他
の

型
の

社
食
保

険
と

持
合
し

て

行
わ

る
べ

普

で

た

い
｡

労

働
者

災
害
補

償
は

産
業

の

義
務

た
る

べ

き

も
の

で

あ
つ

て
､

社
食
保

険
の

他
の

型

は

若
し

行
わ

れ

る

と

す
れ

ば

夫
れ

は

社
食
の

責
任
で

あ

り
､

産

業
は

其
の

祀
舎

(

五
)

.
の

中
の

一

部
を

占

め
る

に

過

ぎ
た

い
+

と

述
べ

て

い

る

の

は
+

必

ず
し

も

労
働
者
災
害
補
償
保

険
を

社
食
保

険
か

ら

除
外

せ

ん

と

す
る

も

ー

の

で

は

な

い

が

一
夫

れ

は

米
国
の

現

賓
が

夫
を

妨
げ
る

例
題
が

あ

る

か

ら
で

あ

る

ー
然
も

社
食
保

険
内

部
に
一

線
を

劃
せ

ん
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

更
に

｢

努

働
危
険
と

社
食
保

険
+

の

著
者

匡
ご
i

∽

並

に

買
0

β

計
○

臼
e

召

も
此
の

詮
に

賛
同

し

て

い

る
｡

英
国
に

於

け

.
る

畢
詮
も
､

従
来

は

其
の

国
の

箕
際
を

反
映
し

て
､

努
働
者

災
害
補
償
保

険
は

社
食

的
性

格
の

最
も

少
い

も
の

で

あ
る

と

し

て

い

た
｡

こ

う

し

た

見

解
は
､

業
務

上
の

災
害
が

傭
主

責
任

又

は

努

働
者
災
害
補

償
保

険
の

名
の

下
に
､

英
､

彿
､

米
に

見
ら

れ

る

如
く
､

僻
主

･

の

任

意
保

険
と

し
て

行
わ

れ

る

限
り

は
､

一

應
肯
定
出

来
る

も
の
.
で

あ
る
｡

然
し

た

が

ら
､

現

資
に

は

同

じ

業
務

災
害
が
､

礪
逸
で

は

常

初
か

ら

災
害
保

険
の

名
の

下
に

強

制
社
食
保

険
と

し

て

行
わ

れ

た

も
の

で

あ

り
､

今
大
戦
後
の

英
国
で

は
､

従
来
の

任

意
保

険
制
虔
を

靡

止
し

て
､

/

国
民
(

業
務
災

専
)

保

険
(

ナ

ぎ
江
○

ロ

巴

ど
払

弓
昌
胃
Ⅰ

已
宏
t

ユ

已

Ⅰ

且

邑
e
払

)

と

た

つ

て

強

制
的
社
食
保

険
叱

編
入

さ

れ

た
ヱ

と

あ

考
え
る

と

き
は
､

責
任
の

鮎

従
つ

て

社
食
的
危
険
の

鮎
の

み

を

以
て

社
食
保

険
を

特
徴
づ

け

る

こ

と

は

不
可

能
と
い

わ

ね

ば

な

ら
ぬ
｡

倫
社
食
保

険
の

理

念
と

し

て

集
圏
的
責
任

(

邑
】

e

｡
t

才
2

記

名
○

旦
蔓
草
)

が

用
い

ら

れ

ろ

蕩
合
が

あ

る
｡

其
の

意

味
は

上

述
の

業

務
災
害
の

責
任
が

英
彿
並

に

其
の

流
を

汲

む

困
に

お

い

て

借
主

個

人
の

負
櫓
と

た

つ

七
い

る

の

に

封
し
､

猫
逸
に

初
ま

つ

た

災
害
保

険
に

(

六
)

■
澱
い

て

は

同
じ

く

暴
政
の

責
任
は

館
主

に

辟
せ

し

め

た

が

ら
､

其
の

賠
償
金
の

支

沸
の

責
は

僻
主
の

集
囲
に

課
し

た
こ

と

を

指
す
が
､

之

が

更
に

業
務

外
の

一

般
の

事
故
に

も

利
用
さ

れ

て
､

結

局
祀

合
一

麒
の

責
任

と

解
さ

れ
る

に

至

つ

た

も
の

で

あ
る
｡

例
え

ば

｢

国
表
が

歯

は

･
r

音



民
の

健
康
と

厚

生
の

保

護
者
と

し

て

の

機
能
を

引

受
け
､

且
つ

業
務
に

起

因
し

な

い

螢

働
不

能
の

危
険
に

対

す
る

保

険
を

張

刺
す
る

場
合

.
に

ほ
､

共

産
に

集
圏

的
責
任

を

確
認
す
る

こ

と
を

必

要
と
し

た
｡

こ

の

考
こ

そ
什

二

時
的
並
に

永

久

的
な

努
働
不

能
の

危
険
に

封
し

保

険

(

七
)

施
設
を

設
け

る

に

至
つ

た
一

切
の

制
象
の

中

に

含
ま

れ

て

い

る

も
の

で

あ
つ

そ
と

云

シ
て

い

か

の

が

夫

れ

で

あ
る
｡

然
し

た

が

ら

此

凰
に

注

意
を

要
す
る

の

は
､

此
の

場
合
の

責
任

は
､

事
故
の

原
因
に

つ

い

て

の

責
任
で

は

た

く
､

数

瞬
に

封

す
る

責
任

で

あ

る

鮎
で

あ

る
｡

建
一

H
か

ヨ
p

阜
ナ

こ
O

C
.

C
i

t
.

ワ

訟
-
ヤ

向
こ

ゝ

に

｢

彿

蘭
酉

竺
灯

わ

れ
る

如

き
+

と

い

う

意
痍
は

｢

傭
圭

が

被

保

険

螢

働
者
の

た

め

忙

行
う

任

意
保

険
+

を

指

す
｡

′

撃
一

G
O

毒
口

昭

二
U
･

申
-

W
O

詩
ヨ
2

日
〉

∽

C
O

ヨ
廿

椙
"

邑
i

昌
一

ゴ

2

声
口

語
. 〉

ど
邑
O

n

-

思
¢

∵
ワ

N
･

撃
二

歩

働
者
災
害
棺

債
保

険
法

弟
二

十
四

條

鼓
四

ロ
か

日
p

昆

こ
.}
-

O

C
.

邑
●

ワ

設
･

詮
五

日
O

d

チ
+

芦

句
.

〉

ゎ
P

㌢
i

2 .
S
i

旨
t

-

昌
○

巾

W
｡

旨
ヨ
e

ロ
､

s

C
｡

日
り
2

n

邑
-

○

ロ

こ
巴
仇

∴
で
･

00

N

¢
･

註
+

ハ

写
≡
∽

p

邑
宣

呂
t

g
O

冒
e

召
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P
P

ぎ
㌧
払

空
賢

昌
a

S

｡

2 .

已
}

ロ
∽

ロ

旨
ロ
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2

こ
諾
∞
)

ワ
N

恕
r

註

七

H

ロ
t

e

岩
p

こ

昌
巴

ど
訂
已

○

彗
n

e
〉

G
e

ロ
e

邑
巧

言
♂
-

e

日
払

｡
巾

瞥
∩

已
一

日

岩
岩
ゴ
ロ

e

こ
記
レ .

も
･

㍍
}

}

H

一

社
八
一

巴
t

冒
)

p
.

舛
H

く
-

イ
▲

59,

･

多

少
と

も

財
産

長
石
し

て
､

保

険
制
膚
の

産

病
的
慣

讐
琴
讃
し
､

之
を

利
用

し

得
る

者
に

封

し

て

は
､

個
人
保

険

量
の

重
た

が

敢
骨

保

験
の

敢

食
催

.

虹
卜

軒
卜

.-卜
■
‥



一

橋

静

叢

弟
二

十
五

各

界
三

駿

∴
紗

原
償
却
ち

保

険
損

害
に

射
す
る

相

首
の

分
塘
額
､

管
理

及
び

募
集
費
乃
至

企

業
者

利
潤
を

含
め

た

保

険
料
を

課
す
る
■
こ

と
が

出

来
る
｡

然

βさ
.
守

.-r

る

に

貸
銀
所

得
者

又

は

之

と

周

様
の

境
遇
に

あ
る

無
産

者
の

大
部
分
は
､

特
に

危
険
の

大

た

る

た

め
に
､

保

険
の

利
凧

を

最
も
必

凛
と

し

た

が

ら
､

其
の

保

険
料
の

真

珠
に

堪
え

ぬ

状
態
に

在
る
｡

之
等
の

者
に

封

し

所

要
の

保

険
制
鹿
又

は

之
に

類
す
る

保

護
施
設
を

講
ず
る

こ

と

が

近

代

国
家
の

最
も

重

要
な

闊
心

事
と

た

り
､

貰
虚
に

本
爽
の

社
食
保

険
の

場
が

見
ら

れ

る
｡

此
の

場
合
に

も

甚
だ

多
く
の

方
添
が

考

ぇ

ら

れ

る

が
､

正

確
に

云
え

ぼ

何
れ

も

国
家
の

対

策
と

し

て

の

扶
助
で

あ
つ

て
､

そ

の

扶

助
に

種
々

の

段

階
が

生

ず
る

に

過

ぎ
な

い
｡

即

ち

保

険
料
又
は

保

険
原
慣
の

引

下
げ

に

よ

つ

て
､

保

険
の

適
用
を
.
線
張

せ

ん

卜

す
る

努
力
が

絶
て

夫
で

あ

る
｡

例
え

ば

先
ず
企

業
利
潤
の

ノ

要

素
を

排
除
し

た

制
度
を

設

け
､

次
い

で

保

険
事
業
費
の

一

部
又
.
は

全

部
を

国

庫
に

お

い

て

引

受

け
る

こ

と
に

よ

り

廃
除
原
債
を
+

暦
引

∴

下

げ
､

更
に

進
ん
で

七

保

険
給
付
の

一

部
を

賄
う

た

め
の

補
助

を

国
儀
に

お

い

て

負
括
し

又

は

他
の

階
奴
を

し

て

負
槍
せ

し

め

る
ナ

盲
に

(

こ

よ

つ

て
､

被
保

険
階
級
を

扶
助

す
′る
こ

と
ゝ

た

る
｡

此
の

如

く

労

働
力
の

襲

失
に

封

す
る

保

険
の

原
債
の

大
た

る

こ

と

と

其
の

雫

失
の

直

接
の

被
害
者
の

資
力
の

限
定
せ

る

こ

と
1

を

充
分
認
識
し
て
､

被
保

険
者
以

外
の

扶
助
に

よ

つ

て

保

険
を

達

成
せ

ん
と

す
ぅ

と
こ

ろ

に

敢

(

二

)

■

合
保

険
の

敢
合
性
を

認
め

ん
と

す
る

考
が

あ

る
｡

之

を

礪
逸

式
に

表
現

す
れ

ぼ
､

労
働
者
は
､

一

方
に

お

い

て

激

安
手

首
の

受

領

者

と
は

異
な
つ

て

国
民

協
同

懐
の

勤
労
者
中
の

慣
倍

あ

る
一

点
に

廃
し
､

他
方
生

活
･の

棒
型
に

つ

き

充
分
な

保

障
が

輿
え

ら
れ

ず
寧
ろ

他
人
の

保

護
に

委
さ

れ

て

い

る

と

云

う
二

重
の

性

格
を

持

ち
､

此
の

二

重
の

性

格
の

た

め

に
､

層
て

の

二

個
の

封

野
郎
ち

自
助
と

救

貧
と

が

此
の

集
囲
に

適
し

た

い

こ

と

を

示
し

た
の

で

あ
る
｡

即

ち

自
助
ほ

夫
が

彼
等
に

と
つ

て

木
可

能
不

充

分
で

あ
り
､

文

数

貧
は
一

方
に

お

い

て

不

同

た

者

を

均
一

的
に

取

扱
う

と
い

う

鮎

即
ち

債
億

ぁ
る

勤
労
者
を

無
能
力

者
と

同
一

に

取

扱
う

鮎

と
､

他
方
労
働
者
が

或
る

程

度
の

自
助

を

た

し

得
る

に

も

拘
わ

ら

ず
其
の

能
力
を

充
分
に

～

･
げ

七



l
′

h
)

利
用

し

な

い

む
い

う

鮎
で

不

適
首
で

あ
つ

た
｡

資
本
主

義
融

合
に

出

現

し

た

労
働
者
の

新
し

い

集
圃
が

右
の

よ

う
た

特
殊
な

性

格
を

持
つ

て

い

た

た

め

に
､

彼
等
の

生

活

困

難
の

場

合
の

封

策
も
､

新
し

い

方

向
に

お

い

て

講
ぜ

ら

れ

ね

ぼ

な

ら

た

か

つ

宅

即
ち

自
助
で

も
た

く
､

国
家

扶
助
で

も
た

い
､

自
助
に

封

す
る

国
家
扶
助
(

払

t

邑
亡

旨
e

毘
】

訂

N

巨
歩
巴

訂

巨
-

訂
)

こ

そ

は
+

此
の

集
国
に

通
常
せ

る

対

策
で

あ
つ

た
｡

偶
力

の
.
者
が

成
し

能
は

ぬ

L
こ

ろ
を
､

又

自
由
な

結
合
に

よ

つ

て

は

達
成
出

来
ぬ

も
の

を
､

国
濠

的
な

指
導
と

国
家

的
滋

保

護

の

下
に
一

切
の

関
係
者
を

結
合
す
る

こ

と
に

ょ

つ

て

達

成
す
る
ナ
)

と
が

出

来
た
｡

夫
は

国
家

扶
助
に

よ

る

自
助
で

あ
つ

た
｡

此
の

嘩
の

白

(

三
)

助
と

し
て

保

険
が

選
ば
れ
､

社
食
保

険
が

成
立

し

た
の

で

あ

る
｡

(

由
)

右
に

述
べ

た

国
家
扶
助
は

ウ

ッ

デ
ィ

ゲ
ン

の

僻

謂
扶
養
性

(

句
e

ぷ
｡
→

讐
眉
馬
2
邑
s

p
t

N

)

を

意
味
す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

は

容

易
に

(

五
)

首
肯

出
来
る
｡

然
し

て

此
の

扶
養
性
ほ

絶
て

の

時
代

と

所
の

社
食
保

険
を

通

じ
て

一

様
た

も
の

で

た

い

こ

と

は

彼
の

云

う

如
く
で

あ
る
｡

即
ち

社
食
保

険
に

お

け
る

扶

養
性
が

温
厚

と

た

る

と

卓

ほ
■､

其
の

保

険
は

直
接
的
な

賃
銀
及
び

所

得
保

護
の

た

め
の

社
食

的
扶

養
制
度
に

(

哲
軋

巴

諾
諾
○

蒜
亡
口

巴

移
行
し
■､

扶

養
性
が

稀
薄
と

た

る

と

き

は
､

そ

の

保

険
は

個

人
保

険
に

近
づ

き

両

者
の

問
の

限

界
の

列
則
し

か

ね
る

場
合
も

あ
る

の

で

あ

る
｡

右
の

よ

う

た

扶

養
性
の

資
現
は

直
接
に

保

険
菜
園
に
＼

封
し

公

共
資
金
を

附
加
す
る

こ

と
■
に

よ

つ

て

行
わ

れ

る

場

合
が

あ
り
､

叉

保

険
集

圏
の

保

険
料
徴
故

に

閲
す
る

規
定
即
ち

平

均
保

険
料
乃
至

は

均
一

若
く

は

果
進

的
保

険
料
を

課
す
る

こ

と
に

よ

つ

て

一
例
え

ぼ

創
設

常

時
の

礪
逸
の

疾
病

保

険
に

お

い

て

は

傭
主

と

努
働
者

と
が

質
銀
に

應
じ
て

費
用
を

分
嬉
し

国
家
其
飽
か

ら
は

何
等
直

酪
の

補
助
の

な

い

も

(

六
)

の

で

あ
つ

た

1
行
わ

れ

る

場
合
が

あ
る
｡

前
の

場
合
は

顛

在

的
扶
養
性
で

あ

り
､

後
の

場
合
は

滞
在

的
扶

養
性
で

あ
る
｡

こ

の

後
の

場

合
は

保

険
集
国
内
に
一

種
の

課
税

権
を

認
め

る

も
の

で

あ
,
つ

て
､

強

制
さ

れ

た

集
団
が

前
濃
と

な

る
｡

即
ち

此
の

場
合
は

強

制
ほ

扶

養
健

∴

√

■
敢

食

保
･
陵
の

鹿

骨

紫

β∂3

′
･
ナ
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賓
現
の

た

め
の
一

手

段
で
■
ぁ
る
｡

之
に

封
し

て

顆
在

的
社
食
保

険
の

蓼
合
に

は
､

図
表
資
金
よ

り

め

附
加
が

甚
だ

大
な

る

と

き
は
､

被
保

険
者
に

と
つ

て

は
､

原
則

的
に

は
､

加

入
張

制
を

必

要
と

し
な

い

か

の

よ

う
で

あ
る
｡

適
格
者
は

放
て

此
の

国
家

扶
助
の

利
益
に

均
宿
す

る

た

め
に

其
の

保

険
集
圏
に

参
加

す
る

で

あ
ろ

う

か

ら
｡

然
し

た

が

ら

硯

賓
に

は

図
表
的
の

扶
助
は
､

其
の

よ

う

に

大

と

な
る

こ

と
は

あ

り

得
た

い

1
少

く

と

も

夫
が

保

険
と
し

て

凍
る

限
り

は

-
こ

と

と
､

他
方

督
該

被
保

険
者
の

借
主

む

し

て

費
用
の

分
括
に

参
加
せ

し

･
め

る

た

め

に
､

結
局
潜
在

的
扶
養
性
の

蕩

合
と

同

様
に

親

御
を

必

要
と

す
る

に

至

る

も
の

で

あ

る
｡

斯
の

顕
在

的
若
く
は

潜
在

的
扶
養
性
が
､

今
日

社
食
保

険
と

呼

ぼ

れ

る

も
の

の

絶
て

に

共
通
た

必

須
要
件
で

あ

る

こ

と

は
､

賓
例
に

よ

っ

て

容

易
に

首

肯
出
衆
る

も
の

で

あ
り
､

従
つ

て

此
の

扶
養
性
を

以
て
､

社
食
保

険
の

特
質
と

見
な

す
こ

と

を

得
る

と

共
に
､

社
食
保

険

の

強

制
即
ち

扶
養
性
の

手

段
と

し
て

の

強

制
を

説
明
し

得
る

も
の

で

あ

る
｡

･
然
し

な

が

ら

右
の

意

味
切

扶
養
性
､

随
つ

て

其
の

手

段
た

る

強

制
の

存
春
は

人
傑

陰
に

限
定
さ

れ

る

も
の

で

は

た

く
､

物
保

険
に

つ

い

て

も

扶
養
性

と

其
の

手

段
た

る

強

制
は

見
る

こ

と

が

出

牢

従

っ

て

物
的
社
食
保

険
の

問
題
を

遺
す
如
く
で

あ

る
｡

然
し

書
々

は

危
険
を

プ

ー

ル

す
る

こ

と
が

扶
養
性
を

意

味
す
る

こ

と

を

想
起

す
べ

き

で

あ

る
｡

資
力
の

少

億

い

労
働
者
に

と
つ

て

過

大
た

保

険
料
を

平

均
し

て

負
塘
可

能
た

も
の

と

た

す
こ

と
は

潜
在

的
扶
養
性
を

意

味
す
る

2 き≧

も
の

で
､

政
令
保

険
に

お

け

る

平

均
保

険
料
の

基

礎
を

た

す
も
の

で

あ

る
｡

然
る

に

物

的
保

険
を

問
題
と

す
■
る

限
り
､

危
険
測

定
従
つ

て

保

険
料
の

算
定
は

投
下

資
本
の

叡

並

に

其
の

物
理

的
状
況
と

何
等
か

の

関
連
を

持
つ

こ

と

が

必

要
で
､

完
全

た

危
険
の

プ

ー

ル

は

考
え

ら

れ

た

い

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

野
で

物
的
融
合
保

険
の

社
食
性
は

担
香

さ

れ

ね

ば
た

ら

ぬ
｡

註
一

廿

F
三
伯

｡

弓

こ
.

芦
〉

野
口

已
Ⅰ

ロ
∽

日
昌
記
〉

-

空
い
〉

ワ

一

口

∵

註
二

田
P

打

訂
-

野

毛
.

こ
n

岩
岩
P
の

e

O
H

U
O
)

か

こ
諾
ぃ
)

ワ

P



＼

包

ゝ

態
三

内
ロ
○

〓
}

ロ
ー

の
O
N
i

p
-

く
e

r
∽

訂

訂
岩
n

的
〉

O
e

巨
岩
F
e

く
e

邑
〔

訂
岩
口

的
払

宅
r
t

岩
F
p

巾
什

P
ナ

Ⅰ
〉

叩

N

塩
.

詮

四

･
き
1

e

a

巴
g
e

ロ

∵

宅
.

}

P

P

〇
.

S

+
㍗

註
五

弓
e

n

巨

打
e

ロ
}

宅
.

〉

P
.

P

〇
.

班
.

-

00
一

社

六

顧
衣
的
扶

養

牲
特

に

国
家

補

助
の

理

由
は

被

保

険
者
扶
助

で

あ
る

が
､

別

に

国

家
が

社

食

保

険
に

射
し

保

健
政

策
並

に

人
口

政

策
働

見

地

か

ら

扶
助

す
る

場

合
も

考
へ

ら

れ
､

更
に

猫

逸
に

お

い

て

は

国
家

扶
助
の

大

部
分
は

欝
一

大

戟

後
の

イ

ン

フ

ラ

チ

オ

ン

時

代
に

養
生

せ

る

保

険

財

産
の

喪

失

に

射

す
る

腱

償
と

見
る

者
も

あ
る

(

∽
P

亡
e

旨
O
r

ロ
〉

H
ェ
e

相

打
a
わ

ま
ロ
ゴ

g

(

訂
【

d
e

ま
岩

訂
n

ぎ
巴
a
-

く
e

蒜
i

c

F
e

⊇
ロ

g
}

く
e

芸
鞘

昌
t

〓
〔

F
日

日

呵

昌

血

訂
∽

Ⅰ

ロ

聖

〓
t

ま
e
払

f

守

く
2

邑
旨
e

r

ゴ

ロ

粥
∽

弓
山

払

蒜
ロ
∽

巳
F

毘
什

P
･
戸

口
口
山

く
e

邑
t

賢

P
e

首
N
山

車

H
e

許
-
-

S
.

志
し
｡

帥

ち

此
の

場

合

は

直
接

的

に

は

保

険
事

濁
へ

の

椅
助
で

あ
る

が

蘇
果

的

に

は

被

保

険
者
扶

助

と

な

る
｡

此
の

場

合
の

扶

助

は
､

イ

ン

フ

レ

の

蔵

書

着
た

る

被

保

険
者
と

硯

資
の

扶

助
を

受

く
る

被

保

険
者
と

は

せ

代
を

異
に

す
る

こ

と

も

あ

り

得
る
｡

何
個

人

件

陵
が

単
純
な

金

銅

操
作
で

あ
る

の

と

異
な
つ

て
､

鹿

骨

保

険
は

物

償

の

欒
動
■
の

場

合
に

も
一

定
の

生

計
を

維

持

す
る

た

め

の

物

資
に

僻

す
る

金

額
を

給
付

す
る

こ

と

を

必

要

と

す
る

鮎
で

イ

ン

フ

レ

に

勤

し

て

は

個

人

保

険
よ

野

も
ー

暦
敏

感
で

な

く
て

は

な

ら
ぬ
｡

丙
も

各

国
何
れ

も

多
少

と

も
イ

ン

フ

レ

の

傾
向
に

あ
る

場

合
､

之
に

射

す
る

国

家
的

責
任

は
､

長
期
に

ヱ
る

穀
倉

保

険
の

場

合

に

は
､

特

に

大
で
■
あ
る

と

云

わ

ね

ば
な

ら

ぬ
｡

大

･

礪
逸
の

社
食
保

険
が

比

較

的
に

保

険
性
に

忠

賓
で

あ
つ

て
､

努
働
者
の

収

入
に

比

例

し

た

保

険
料
と

保

険
給
付
を
､

と

云

う

考
に

膠

着

(

こ

し
て

来

た
こ

と
に

つ

い

て

は

嘗
て

述
べ

た
と

こ

ろ

で
.
あ
る

が
､

こ

の

礪
逸
の

社
食
保

険
の

場

合
に

は
､

其
の

扶
養
性

と
し

て

考
え

ら

れ

た

1

む
の

は
､

前
節
に

掲
げ

た

ク

ノ

ル

の

見
解
の

示

す
如

く
､

畢
に

｢

自
助
人
え

の

国
家
扶
助
+

で

あ
り
､

夫
れ

以

上
に

は
､

如
何
た

る

目

標

ー

∂

申

に

射

す
方

扶
養
で

あ
る

か

を

限
定
す
る

ま
で

に

は

到

ら

た

か

つ

宅

保

険
給
付
の

問
題
に

し

て

も
､

怠
惰
を

排
斥

す
る

た

め
に

被
保

険
者
.

が

敢

骨

保

険
の

社

食

性
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一

橋

論

叢

弟
二

十
五

番

第
三

壊

の

平

常
の

牧

入
よ

り

衰
干

低
い

も
の

を
■
以
て

槙
準
と
し
､

之
を

賄
う
溌

め
め

自

助
に

封

す
る

外

部

的
扶
助
又

は

保

険
鳳

凰
的
の

課

税
手

段

胡り〟

が

扶
養
性
で

あ
つ

た
｡

之
に

封
し

英
青
利
の

社
食
保

険
は
､

其
の

出

費
か

ら

均
一

給
付
を

以
て

特
徴
付
け
ら

れ
､

最
近
の

大
改

革
に

お

い
.
て
･
も

此
の

特
徴
は

完

全
に

保

持
さ

れ

て

い

る
｡

然
し

た

が

ら

英
青
制
の

祀
禽
保

険
の

均
一

給
付
の

目

槙
と

す
る

と
こ

ろ

は
､

其
の

四

十

年
の

歴

史
を

通

じ
て

確

固
不

動
の

も
の

で

は

な

か

つ

た
｡

先
ず
其
の

雷
初
に

お

い

て

は
､

健
康

保

険
に

つ

い

て

も

又

失

業
保

険
に

つ

い

て

も
､

均
一

給
付
の

目

槙

ほ
､

被
保

険
者
に

事
故
が

蟄
生

し

て

攻

入
の

中

絶
せ

る

場
合
の

生

活

費
の

全

部
を

給
付
す
る
ナ

l
し

と
で

は

た

く
､

寧
ろ

事
故
の

場
合
■
毀
財

政

(

二

)

困

難
を

軽
減
せ

ん

と

す
る

個
人
的
努
力
(

貯

蓄
若

く

は

任

者
保

険
等
〕

■
を

補
わ

ん

と

す
る

も
の

で

あ
つ

た
｡

然
し

た

が

ら

祀
合
澄

酵
情
勢
や

物
慣
の

攣
動
に

よ

り

被
保
険
者

階
級
の

生

活
の

審
乏

が

増
大
す
る

に

つ

れ

て
､

右
の

見
解
を

真
贋
す
る

こ

と

が

出

衆

た

く

た

り
｢

遂
に

･

.
｢

正

直

な

者
は

失
業

時
に
.
も

餓
死

す
べ

き

で

は

た

く
､

救

貧
事

業
に

押
し

や

ら

る

べ

き

で

も
な

い
｡

少
′
､

と

も

彼
を

餓
死

せ

し

め

る

こ

と

(

三
)

の

た
い

よ

う

た
一

定
金

額

が

真

珠
わ

れ

ね

ぼ

た

ら
ぬ
+

と
い

う

新
し

い

原
理
が

導
入
さ

れ

ね

ぼ

な

ら

な

く

な

つ

た
｡

元

衆
社
食
保

険
給
付
や

社
食

約
数

臍
の

基

準
を

付
虚
に

お

く
べ

き

か

は

極

め
て

困

難
た

問
題
で

あ

る
｡

夫
れ

に

は

先
ず
二

佃
の

問
題
が

解
決

さ

れ

ね

ぼ
た

ら

ぬ
｡

即
ち

第
一

に

給
付
又

は

救
済
額
と

受

給
者
の

吸

入
見
込

額
と
の

関
係
と
､

第
二

に

同

じ

く

給
付
又

は

救

酔
顔
と

社
食

的
に

耐
え

得
る

如
き

最
低
生

活
水

準
と
の

関
係
の

問
題
で

あ
つ

て
､

特
に

前
者
は

十

九

世
紀
を

通
じ
て

各

国
の

救
貧
法

常
尊
者
を

悩

ま

し

た

問
題
で

あ
つ

た
｡

怠
惰
な

者
の

生

活
條
件

を

勤
勉
な

者
の

夫
れ

と

同

様
に

す
る

こ

と

は

敢
合
的
風
紀
を

害
し
､

社
食
に

被
扶

養
者

を

氾

濫
せ

し

め

る

で

あ

ろ

う
こ

を

は
一

般
に

推
定
さ

れ
､

従
つ

て

｢

救

済
又

は

給
付
の

額
偲
､

原
則
と
し

て

其
の

希

望
者
が

貸
銀
を

受

け

て

い

る

と
き

よ

り

も
教

務
カ

は

給
付
を

受

け
て

い

る

と
き

の

方
が
､

良
い

状
態
で

あ
る

と

考
え

る

虞
を

除
ぐ

た

め
､

現

賓
の

賃
銭
水

準
よ

ー

∫

･､



(

四
)

り

も

明

白
に

低
い

も
の

で

た

く
て

は

な

ら

ぬ
+

と
い

う
こ

と

が

充
分
に

確
認
さ

れ

た

原

則
と
た

つ

た
｡

即
ち

英
国
に

於

け

る

失
業
保

険
の

摩
験
の

訓
え

る

と

こ

ろ

で

は
､

た

と

え

硯

賓
の

事

態
で

労
働
者
の

収

入
が

健
康
と

労
働
能
力

を

推
持

す
る

た

め
の

必

要

額
を

下
る

と

も

失

業
の

際
の

救

韓
給
付
の

宙

は
､

其
の

賃
金

よ

り

も

低

く

す
べ

き

で

あ

る

と
い

う

鮎
で
､

同

国
の

責
任

あ
る

砲

位
の

意

見
が

殆

ん

ど

一

致
し

て

い

た
じ

其

虔
で

通
常
た

給
付
又

は

数

瞬
顧

を

定
め

る

問
題
は

不

熱
締
努
働
者
の

受

け

る

低

賃
金
の

中
に

難
鮎
を

存
し

た
｡

そ

の

金

額
が

寛
大
で

あ
る

た

ら

ば
､

夫
は

彼
等
に

と
つ

て

賃
金

よ

り

も

好
ま

し
い

も
の

と
た

る

で

あ

ろ

う

か

ら
｡

斯

く

し

て

必

然

的
に

此
の

方

策
に

含

ま

れ

る

危
険
に

封

す

る

防
護
策
を

採
取

す
る

こ

と
ゝ

た

る
｡

即
ち

給
付
又

は

救

他
金
の

密

を

可

及

的
に

引

下

げ
る

こ

と
で

あ
る
｡

然
し

て

■

其
の

限
度
は

所

謂

絶
封

的
最
低

生

活

費
に

お

い

て

見
ら

れ

る

こ

と

と

た

る
｡

英
書
利
に

お

け

る

最
近
の

大

改

革
の

基

礎
と

た

つ

た
ビ

バ

リ

(

五
)

ワ

ジ

報

告
に

お

い

て

は

｢

生

存
に

要
す
る

最
低
の

所

得
+

と

し

て

表

現

さ

れ

て

い

る
｡

ビ

バ

ワ

ッ

ジ

は
一

九
二

元
年
の

物
慣

を

基

と

し

て

稼
動
年
齢
の

成
人
の

生

活
に

必

要
な

最
低

収

入

攣
ぜ

算
出

し
､

其
の

二

十
五

%
埼
を

以
て

保

険
給
付
の

基

準
と

し

た

が
､

連
立

内

閣
の

白

書
も

其
の

ま
ゝ

之
を

採
用
し

て

い

た
｡

一

九

四

八

年
か

ら

質
権
さ

れ

た

新
法
に

お

い

て

は

物
憤
の

感
動
に

應
じ

て

若
干
の

引

上

げ

が

見
ら

れ
る

が
､

ビ

バ

リ

ブ

ヂ
の

原
則
は

受

槽
が

れ

て

い

る
｡

斯
く.
の

如
く
し

て

均
一

給
付
の

基

準
を

求

め
て
､

一｢
生

存
に

要
す

る

最
低
の

所

得
+

に

達
し

た

英
国
の

社
食
保

険
は

国
家
的
扶
養
に

封

し
一

定
の

限
定
を

輿
え

る

こ

と
ゝ

な

つ

た
｡

即
ち

扶
養
の

目

楔
と

し

て

最
低

生

活

費
を

定
め
る

と

共
に

其
の

最
低
生

活
を

保

持
す
る

た

め

の

所

得
を

保

障
す

ぎ
+

と

(

Ⅰ
-

至
言
2

野
口

邑
-

ユ

の

申
に

扶

養
性
の

限
定
を

明

確
に

し

た
の

で

あ

る
｡

こ

の

場
合
の

所

得
の

保

障
は

直

接
に
一

定
の

金

密

を

給
興
す
る

こ

と
佗

よ

つ

て

得
ら

れ

る

も
の

で

あ
つ

て
､

所

謂
物

的
祀

合
保

険
の

如
く
一

定
の

財
産

例
え

ば

耕
地

や

漁

∴

65

糖
に

投

↑
さ

れ

た

資
本
を

酪
準
と

し

年
金

叡
の

補
償
に

よ

る

も
の

で

ほ

な

い
｡

所

謂

物
的

啓
曾

保

険
の

場

合
は

攻

入
の

保

障
で

は

た

く

放

題■7

社

食

保

険
の

酷

食

性



一

橋

静

叢

孝
二

十
玉

食

第
三

靡

入
の

源

泉
の

補
償
に

過

ぎ

た

い

の

で

あ
る
｡

此
の

鮎
を

基

と
し

て

も

所

謂

物
的
社

食
保

険
の

社
食
性

は

否

認
さ

れ

た

け
れ

ぼ
な

ら

ぬ
｡

又

■畑り〟

他
方
に

お

い

て
､

此
の

所

得
保

障
の

原
理

は

努

働
者

災
害
補
償
保

険
の

社
食
性
に

閲
し

て

も

重

要
た

意
義
を

持
つ

こ

と
ゝ

な

る
｡

努
災
保

険
が

所

謂

業
務

災
害
の

原
則
に

よ

つ

て
､

所

要
の

絶
保

険
料
を

事
葉
主

負
揺
に

お

い

て

行
う

民
営
保

険
と
し

て

行
わ

れ

る

蓼
合
に

は
､

在

任
に

し
て

被
害
労

働
者

の

所

得
保

障
は

得
ら

れ

た

い

事

態
が

生

じ

た
｡

即
ち

労

働
者
は

補
償
を

受

け
る

前
に

先
ず
借
主

と
の

問
に

煩

雑
な

(

+

ハ

)

交
渉
を

途
げ

る

か

又

は

訴
訟
手

繰
を

必

要
と

す
る

の

が

常
で

あ
つ

た
の

で

あ

る
｡

然
し

之
が

鳩
逸
の

災
害
保

険
や

我

国
の

現

行
の

労
災
保

険
又

は

英

書
利
の

新
制
度
内
の

産

業
災
害
国
民

保

険
に

お

い

て

は
､

国
義
又

は

困
鰻
が

直

接
に

保

険
者

と

し

て

先
ず
給
付
を

支

沸
い
､

必

要
に

應
じ
て

事
故
の

原
因
に
･
つ

き

検
討
を

行
う

も
の

で

あ

る

か

ら
､

被
保

険
努
働
者
の

所

得
は

完
全

に

保

障
さ

れ
､

其

虔
に

初

め

て

労
災

保

険
の

社
食

性
が

獲
ら

れ
､

社
食
保

険
の

中
に

正

常
な

地

位
が

輿
え

ら

れ

る

こ

と
1

な

る

の

で

あ
る
｡

必

寛
す
る

に
｢

業
務

災
害
の

原
理
+

に

お

い

て

重

視
ぎ

れ

る

｢

事
故
の

原
田
に

封

す
る

責
任
+

ょ

り

も
､

｢

事

故
の

結
果
労
働
者
の

畠

か

れ

る

境
遇

即
ち

困

窮
状
態
に

封

す
る

祀

合

的
責
任
+

を

所

得
保

障
に

よ

つ

て

果
す
と
い

う
こ

と

に

な

る
｡

共
産
に

云

わ

ば

｢

融

合
的
た

被
保

険
利
各
こ

を

見
る

の

で

あ

る
｡

所

得
保

障
と
い

如

考
え

は

心

ず
し

も

新
奇
な

も
の

で

は

た

い
｡

マ

ー

ネ
ス

も
､

一

般
保

険
に

勤

し

て

ほ

偶
然
た

財

産

的
心

要
の

充

足

(

七
)

(

ロ
e

c

村

呂
g

N

已
巴
巨

慧
臼

∽

C

F
抑
t

N

ぎ
蒜
ロ

G
e
-

穿
孔

邑
∽
し

)

を

問
題
と

す

る

が
､

社

食
保

険
に

於
い

て

は

常
に

必

要

所

得
の

充
足
(

ロ
つ
｡

打
･

(

八
)

喜
拘

d
e

ヤ

E

訂
打
○

ヨ
ヨ
e

旨
e

計
き
)

が

問
題
あ
つ

た

と

云

つ

て

い

る

の

は
､

単
に

社
食
政

策
的
方

苧
こ

い

う

よ

り

も

数
歩
を

進
め

た

も

の

で

あ
つ

た

が
､

之

を
一

屏

積
極

的
に

前
面
に

押

出

す
こ

と
の

出

来
な

か

つ

た

め

は
､

畢
寛
猫
逸

式
の

保

険
性
の

窺
い

敢
舎
保

険
の

範
囲

に

止
ま
つ

て

い

た

か

ら

で

あ

ろ

う
｡

他
方
に

お

い

て
､

今

日

こ

の

所

得
保

障
が

前
面
に

進
出

し

た

遠

因

は
､

前
述
の

如

く

英
国
式

祀
舎
保

険
の

均
一

給
付
制
に

あ
る

が
､

夫
れ

は

今

大

戦
中

並
に

戦

後
の

離
合
保

障
制
度
の

進

展
と

も

国
係

が

あ
る
｡



7
′
L

U

周
知
の

如
く
､

丁
九

四

二

年
十
一

月
二

十

日

蟄
表

さ

れ

た

英
吉
利
の

ビ

バ

リ

ブ

ジ

報
告
は
､

最
低

生

活

水

準
の

給
付
を

醸
出
に

應
じ

て

(

九
)

輿
え

ん
と

す
る

保

険
計

劃
を

考
え
､

其
の

中
心

的
志
向
は

所

得
の

確
保
で

あ
つ

た
｡

こ

の

志
向
を

国
際
的
に

確
認
し

た
の

は

∵
九

四

四

年

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

国
際
労

働
合
議
の

所

得
保

障
に

関
す
る

散
骨
で

あ

り
､

更
に

此
の

勧
告
の

反

響
は
､

国
際
連

合
が
一

九

四

八

年
十
二

月

十
日

の

総
合
で

採
接
し

た

世

界
人
言
宣

言

第
二

十
五

備
に

｢

何
人
も
､

疾
病
､

療
疾
､

配
偶
者
の

死

亡
､

老

衰
又

は
丑
ハ

他
自

己
の

カ
の

及

ぼ

た

い

事

情
に

よ

り

生

計
に

快

け

る

と

き

は

保

障
を

安

く
る

権
利
を

有

す

畠
+

と

表

現

さ
■
れ

た
｡

此
の

権
利
の

裏
付
と

し

て

各
国
の

社

食
保

障
制
度
は

先
ず
第
一

に

所

要
の

場
合
直

接
的
な

所

得
保

障
を

た

し
､

之

に

よ

つ

て

生

活

を

確
保

せ
し

め

る

こ

と

を

目

的
と

す
る
｡

こ

の

直

接
的
た

所

得
確
保
の

た

め
の

保

険
を

賓
現

す
る

た

め
に

国
家

的
扶

養
性
の

加
わ

つ

た

も
の

が

即
ち

社

食
保

険
で

あ
る
｡

詮
一

社

骨

保

険
の

保

険

性

(

一

橋
論

叢

第
一

二

巷
五

1
六

月

教
)

撃
一

声
〇

邑
C

溝
邑
∽

∽
i

昌

昌

1
ロ

岩
音
}

白

星
一

日
∽

喜
呂
C

爪

ち
山

邑
Ⅰ

ル

烏
○

ユ
ー

勺
P

声
い

ご

ぎ
}
-

ヨ

呂
〉

ロ

ア
〉

田
ユ
t

き

ぎ
〔

已

Ⅰ

ロ
∽

≡
P

ロ
〔

e

呂
n

岩
-

2 .
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一

括

論

叢

第
二

十
五

巷

第
三

旗

英
青
利
の

均
一

額

給
付
の

制
度
は
､

失

業
又

は

休

業
に

よ

つ

て

中

断
さ

れ

若
し

く

は

退

職
に

よ

つ

て

終
了
し

た

所

得
の

顧

に

拘
わ

り

た

く
､

均
一

の

保

険
給
付
を

準
備
す
る

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

均
一

給
付
の

原
則
は

社

食
保

障
に

お

け

る

任

意

保

険
の

地

位
と

重

要

性
と

を

承

(

一
)

詔
せ

る

こ

と

か

ら

生

ず
る

も
の

で

あ

る
｡

即
ち

先
ず
張

利
敵
合
保

険
が

第
一

次
的
心

要
と
一

般
的
危
険
の

た
め
の

生

計
水

準
に

達

す
る

迄

を

準
備
す
る
｡

任
意

保

険
は

強

制
保

険
の

此
の

給
付
に

附
加

し

て
､

⊥

般
的
危
険
に

應
じ

た

生

計
水

準
以
上

を

準
備
す

る

か
､

又

は

強

制

(

二

)

的
保

険
に

お

い

て

含
ま
れ

た

い

危
険
並
に

心

要
に

應

ず
る

も
の

で

あ

る
｡

然
し

た

が

ら

此
の

よ

う

な

任

意

保

険
の

行
か

れ

る

た

め

に

は
､

大

衆
の

間
に

其
の

保

険
料
の

真
珠
能
力
の

あ
る

こ

と

が

前
提
で

あ

る
｡

そ

の

能
力
の

た

い

祀

合
に

お

い

て

は

融
合
保

険
給
付
の

濠
給
者
は

文

字

通
り

抱
封

的
最
低

生

活
に

甘

ん

じ
な

け
れ

ば
た

ら

ぬ
｡

共

産
に
､

最
低

生

活

費
を

基

準
と

す
る

埼
二

給
付
制
を

持
つ

英
書
利
の

和
合

保

険
に

救
貧
法

的
､

政
令
事

業
的
臭
味
が

あ
る

と
云

わ

れ

る

所

以
が

あ
り
､

社
食
政

策
従
つ

て

又

祀

合
保

険
に

生

産

的
意

義
を

輿
え

ん

と

す
る

者
の

不

満
と

す
る

と
こ

ろ
で

あ
る
｡

不

本
意
に

労
働
の

世
界

か

ら
一

時

的
に

離
脱
す
る

者
が

急

激
に

最
低

生

活
に

痔
落
す
る

こ

と

は
､

努
働
の

世
界
へ

の

復
辟
を

遽
ら

せ
､

然
も

熱
棟
並
に

努
働
能
力
の

減
少

と

た

り
､

労
働
力
の

保

全

育
成
に

支

障
を

爽

す
で

あ
ろ
､

ノ
}

文

様

碍
者
の

死

亡
せ

る

遺
族
の

場
合
に

は

養
育
に

支

障
を

来

た

し
､

所

謂

労
働
力

再
生

産
へ

の

障
害
せ

た

る

で

あ

ろ

う
｡

更
に

永

久

的
療
疾
又

は

老

衰
の

た

め
に

引

退

す
る

者
に

と
つ

て

ほ
､

従
前
の

労
働
に

封

す
る

財
物
の

少
な

い

こ

と

は

充
分
な

安

柴
に

催
し

た

い

こ

と

を

意

味
し
､

稼
動
期

間
を

通

じ
て

安
ん

じ

て

活

動
す
る

こ

漣

を

得
な

い

結
果
と

な

る

で

あ

ろ

う
｡

之

等
の

鮎
を

匡
正

す
る

た

め
に

は
､

最
低

生

活

費
を

基

準
と

す
る

均
一

給
付
制
度
に

対

し

て
､

別
に

相

封

的
な

生

計

費
即
ち

従
前
の

生

計
.
程

度
を

保

詩

す
る

に

足
る

生

計

費
を

基

準
と

す

る

給



付
饅
系
が

要

求
さ

れ

る

こ

と
ゝ

き
っ

｡

夫
に

よ

つ

て

云

わ

ば

酷

合
的
に

心

安
た

労
働
力
を

完
全

に

保

持
し

再

生

産

す
る

た
め

の

給
付
が

保

障
さ

れ

る

こ

と
に

た

る

で

あ

ろ

う
｡

か

く

し

て

｢

生

存
へ

の

扶
養
性
+

と

し

て
. の

祀

合
性
か

ら

進
ん
で

｢

杜
者
的
労
働
力

保

持
の

た

め
の

扶
養
性
+

と

し

て
.
の

社

食
性
が

考
え

ら

れ

る
｡

斯
く
の

如

く

扶

養
性

と

し

て

の

祀
合
性
は
､

最
低

生

活

維
持
の

た

め
の
■
所

得
確
保
と

相

封

的
生

活

維
持
の

た

め
の

所

得
確
保
と

い

う

別

の

目

標
を

志
向

す
る
｡

こ

の

目

梗
の

相

違
に

も

拘
わ

ら

ず
､

夫
々

の

扶

養
性
の

問
に

程

度
の

差

を

以
て

区

別

す
る

こ

と

は

出

衆
ぬ
｡

最
低

生

活

を

目

療
と

す
る

扶

養
怯

も
､

相

封

的
生

酷
を

目

標
■と
す

る

扶

養
怯

も
､

何
れ

も

祀
合
保

険
の

枠
内
の

問
題
で

あ
る

限
り
､

自

助
へ

の

扶
助
で

あ
る
｡

個
々

の

場
合
､

時
と

虞
に

よ

つ

て

異
な

つ

た

自
助

が

前
掟
と

な

つ

て

お

り
､

之

に

封

し

所

要
の

扶
助
が

加
わ

る

に

過

ぎ

ぬ

か

ら

で

あ
る
｡

即
ち

前
提
た

る

保

険
性
の

濃
度
に

よ

つ

て

祀
合
性
の

程

度
も

異
な

る

と

云

わ

た

け
れ

ぼ

な

ら

ぬ
｡

賓
際
に

お

い

て

相

封

的

生

活
費
に

應

ず
る

給
付
は
､

主

と

し

て

個
々

の

被
保

険
者
の

醸
出
収

よ

つ

て

行
わ

れ

る

部

分
が

多
い

で

あ

ろ

う
｡

此
の

場
合
は

保

険
料

に

比

例

す
る

給
付
の

行
わ

れ

る

横
合
の

多
い

鮎
で

保

陰
性
の

進
展

を

意

味
し
､

そ

の

鮎
で

ほ

扶
養
性
の

減
退

と

見
る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

統
合
性

と

し

て

の

扶
養
性
の

上

述
の

二

つ

の

目

標
は
､

労
働
保

険
と

然
ら

ざ

る

保

険
と

を

直

別

す
る

契
機
と

た

る

で

あ

ろ

う
｡

従
つ

て

例
え

ば

英
国
式
の

融
合
保

険
の

如

き

は

此
の

標

準
か

ら

は

労
働
保

険
の

中

に

地

位
を

得
る

こ

と

は

困

難
で

あ
ろ

う
｡

又

若
し

労
働
保

険
と

(

三
)

社
食
保

障
と

を

直

別

す
る

と

す
れ

ぼ
､

そ

の

標

準
も

融
合

性
の

こ

の

二

目

槙
に

よ

ら

ね

ぼ
た

ら

ぬ

と

云

え

よ

う
｡
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